
〈内部機能〉
◆グローバルマーケティング機能、

DX推進機能
◆新規ビジネスの協力販売体制

の構築
◆人材マネジメント基盤・制度の 

再構築

新中期経営計画（2022～2024）（▲

23P）

〈ビジネス〉
◆AP、BPプラント標準化
◆搬送PコンEC化、ストリンガーコンベヤ 

取り扱い
◆海外APのインドネシア・ベトナム 

進出

高い技術に裏打ちされたプラント設備�環境製品のトップメーカー
且つ、運用�保全サービスによる顧客の経営パートナー

2030年日工グループビジョン（

▲

05P）

◆環境に配慮した循環型社会の確立（

▲

59P）
◆脱炭素社会実現への貢献（

▲

51P）
◆防災・減災への貢献
◆自然災害からの早期復旧支援（

▲

60P）
◆地域社会との共生（

▲

60P）

貢献する社会・環境価値

〈ビジネス〉
◆遠隔化・自動化サポート、 
トータル管理システム（

▲

28P）
◆環境対応製品の本格展開（

▲

56P）
◆海外APのASEAN展開（

▲

29P）

〈内部機能〉
◆運営支援センター開設・本格稼働（

▲

28P）
◆テクノロジーによる自動化・遠隔化（

▲

50P）
◆生産プロセス見直し、 

本社工場の組立集中（

▲

32P）

創出する経済価値

OUTCOME
（社会的価値創造）

◆売上高 500億円
◆営業利益 30億円 
（営業利益率 6％）

◆ROE 6.0％
◆配当性向 60％以上継続

2024年度財務目標（

▲

25P）

OUTPUT
（事業価値）

事業活動
（ビジネスモデル）

バリューチェーン
（

▲

47P）

斜めでも垂直でも、材
料を選ばずに運び、仕
分けまでする技術

Material Handling
搬 送

I o TやA Iを活 用して 、
プラントや機械の頭脳
を設計・製作する技術

Control Technology
制 御

高火力で素材を燃焼／
乾燥させる技術

Heat Technology
加 熱

液体から固体まで、さ
まざまな材料を混ぜた
り、練ったりする技術

Mixing
混 練

◆売上高 600億円
◆営業利益率 10.0％
◆ROE 10.0％
◆時価総額 500億円

2030年度財務目標（

▲

21P、27P）

INPUT
（事業基盤）

◆強固な財務基盤と 
潤沢なキャッシュ（

▲

31P）
➡2024年度末で総資産585億円、 

純資産340億円

財務資本

◆2030年ビジョンを見据えた 
設備投資（

▲

35P）
➡2022～2024年度で設備投資60億円

製造資本

◆人員増に加えて、 
多様性／働き方の改革（

▲

35P、63P）
➡2022～2024年度で日工単体145名増員

人的資本

◆コア技術を活かした 
ビジネスモデル変革（

▲

36P）
➡2022～2024年度で研究開発費25億円強

知的資本

◆ソリューションパートナーとしての 
信頼（

▲

36P）
➡2021年度末のアキツ会195社

社会・関係資本

◆エネルギーと水資源などの 
有効活用（

▲

36P、51P）

自然資本

◆カーボンニュートラルへの対応 ◆廃材の再資源化と循環型社会の確立 ◆デジタル化の加速
◆災害の激甚化と早期復興 ◆少子高齢化／労働人口の減少 ◆ESGに対する意識の高まり

社会課題と業界変化（リスクと機会）（▲

45P）

参入障壁の高い
独自技術

コア技術
加 熱

混 練

搬 送

制 御

営業・
コンサル

テーション

企画・設計

調達・製造

施工

メンテナンス

研究・開発

経営理念
（

▲

01P）

　サステナビリティ経営（

▲

49P）

◆国内AP関連事業（

▲

39P）
◆BP関連事業（

▲

41P）
◆メンテナンス／サービス事業（

▲

61P）

事業の変容（

▲

27P）

運用・保全サービスの強化

◆海外AP関連事業（
▲

29P）
◆環境及び搬送関連事業（

▲

43P）
◆その他事業（

▲
44P）

技術を活かした規模拡大（

▲

29P）

製品・市場の横展開

実現
したい
未来

世
界
を
、
強
く
や
さ
し
い
街
に

　マテリアリティ（
▲

06P）

コーポレートアイデンティティ
（

▲

01P）
コーポレートガバナンス

（
▲

69P）

（

▲

01P、12P）
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